
平成２２年度
全国学力・学習状況調査
教科に関する調査
解答状況について

中学校数学

Ａ問題

Ｂ問題



調査結果から明らかになったこと
（平成２２年度調査 全国傾向）

◇ ・・・ 相当数の児童ができている点 ◆ ・・・ 課題のある点 〔 〕内の記号は，問題冊子と問題番号



良好だった設問【数学Ａ】Ⅱ

中
学
校
数
学

８５．８％

正の数と負の数の意味

－22

内は県正答率

（全国 ８５．５％）



良好だった設問【数学Ａ】Ⅱ

中
学
校
数
学 ９２．２％

文字に数を代入して式の値を求める

文字を用いた式の表し方

９１．５％

（全国 ９０．８％）

（全国 ９０．３％）



良好だった設問【数学Ａ】Ⅱ

中
学
校
数
学

作図の手順の理解

８６．６％

（全国 ８５．９％）



良好だった設問【数学Ａ】
Ⅱ

中
学
校
数
学

８９．３％

比例の関係を表す表の特徴をとらえて，xの値に対応する
yの値を求めること

15

（全国 ８７．８％）



良好ではなかった設問【数学Ａ】Ⅱ

中
学
校
数
学

円柱の体積の求め方を理解し，体積を求めること

４３．１％

（全国 ３９．９％）



良好ではなかった設問【数学Ａ】
Ⅱ

中
学
校
数
学 証明の意義の理解



良好ではなかった設問【数学Ａ】Ⅱ

中
学
校
数
学

４９．１％

証明の意義の理解

誤ってイを選択した生徒の割合は３７．２％

（全国 ４８．７％）



良好ではなかった設問【数学Ａ】
Ⅱ

中
学
校
数
学

比例のグラフから，xの変域に
対応するyの変域を求めること

４４．１％

－２ ４

（全国 ４５．０％）



良好ではなかった設問【数学Ａ】Ⅱ

中
学
校
数
学

具体的な事象における一次関数の関係を式で表すこと



１ 設問別調査結果
（２）良好ではなかった設問【数学Ａ】Ⅱ

中
学
校
数
学

具体的な事象における一次関数の関係を式で表すこと

無解答率 ２８．５％

２６．６％ （全国 ２２．９％）

（全国 ２８．２％）



良好ではなかった設問【数学Ｂ】Ⅱ

中
学
校
数
学

筋道立てて考え，事柄が一般的に成り立つ理由を説明すること



良好ではなかった設問【数学Ｂ】Ⅱ

中
学
校
数
学

筋道立てて考え，事柄が一般的に成り立つ理由を説明すること

無解答率 ３０．２％

３（２n＋１）
２ n＋１は自然数だから，
３（２n＋１）は３の倍数である。
したがって，連続する３つの奇数の和は３の倍数である。

２６．１％

（全国 ２９．１％）

（全国 ２４．３％）



良好ではなかった設問【数学Ｂ】Ⅱ

中
学
校
数
学

３０．１％

無解答率 ３１．８％

３つの直線の中で，x座標が
35のときの点が最も下にある
直線で表された店を選ぶ。

事象を数学的に解釈し，

問題解決の方法を数学的
に説明すること

（全国 ２９．１％）

（全国 ２８．９％）



良好ではなかった設問【数学Ｂ】Ⅱ

中
学
校
数
学



良好ではなかった設問【数学Ｂ】Ⅱ

中
学
校
数
学

９．９％

無解答率 ４７．３％

事象を数学的に解釈し，

成り立つ事柄の特徴を
数学的な表現を用いて
説明すること

２組の向かい合う辺が

それぞれ等しい四角形は，
平行四辺形である。

（全国 ４５．１％）

（全国 ９．４％）


